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逆流性食道炎（reflux esophagitis）は，胃酸を主

とする攻撃因子と逆流防止機構および食道粘膜防

御機構との不均衡により生じると考えられてい

る。われわれは，これまでに逆流性食道炎におい

て食道粘膜防御機構の一端を担うタイト結合蛋

白の発現変化について報告してきた1）2）3）。一方，

ギャップ結合は，細胞の増殖・分化に重要な役割

を担う細胞間接着装置であるが，逆流性食道炎の

発症・進展におけるギャップ結合蛋白の発現に関

する報告はほとんどされていない。今回われわれ

は，慢性酸型逆流性食道炎モデルを用いて，ギャッ

プ結合蛋白の発現を検討した。

Omuraらの方法4）を一部改変し，ラット慢性酸

型逆流性食道炎モデルを作製した。コントロール

群にはsham operationを行った。術後１～２週間

後に開腹を行い，食道上皮肥厚長および細胞増殖

能をおのおのhema t o x y l i n - e o s i n（HE）・

bromodeoxyuridine（BrdU）染色で検討した。ま

た，びらん周囲の肉眼的に正常な食道上皮におけ

る各ギャップ結合蛋白（Cx26，32，43）の発現を，
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図１．Cx26蛋白の発現（免疫蛍光染色）
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第５回 日本Neurogastroenterology（神経消化器病）学会

共焦点レーザー顕微鏡を用いて検討した。

慢性酸型逆流性食道炎群では，食道上皮は経時

的に肥厚し，BrdU陽性細胞は基底層で増加して

いた。また，Cx32蛋白は発現を認めなかった。

さらに，びらん周囲の肉眼的に正常な食道上皮で

は有棘層の細胞膜でCx26（図１），43蛋白の発現

が亢進しており，これらの所見は術後１週間のび

らんを認めていない食道上皮においても同様に認

められた。

以上より，食道上皮においてCx26，43蛋白の

発現の亢進が食道粘膜防御機構として機能してい

る可能性が示唆された。
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